
性的左非行をする生徒の指導について
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北蒲原都中条町立中条中学校教諭 大 橋 一 稀

は じめに E少年非行の実態

青少年の非行は，とと数年若しく増加するとともに低年令化への (新潟県警察本部保安少年認調査資料から)

傾向を示しているととは憂慮すべきととである。 県下各署で補導きれた少年の性非行のうちから，強かん.強制

特区中学生・高校生層を中心とする少年の非行の増加がめだち. わいせつを犯した少年について保安少年課に報告のあったもの。

そのなかに性花関する非行が年キ増加しているととは見のがすとと a 概況

ができない事実である。 県下各署から強かん，強制lわいせつ等による性非行少年とし

との非行を予防し.あるいは早期に発見して遜切な措皆を講ずる て報告きれたものは10 3名で，モの非行件数は80件，被害

ζとは.最も緊要な課題の一つであると思われるa 者は80名となっている.tの10 3 名を罪種~[IIC.みると強か

当校においても上述の傾向と閉じ事態がぽつぽつ発生し.その対 んS2名.強制わいせつ21名である。

策指導を合職員で研究しているが .現在のととろとれといった決め b 学職業別

手は持、あわせていない。 中掌生 2 9名 31.9% 

高校生 ) 0名
} 6 2， 1場

一般少年 6 4名

口年令引

14才未満 6名

との指導担こは勇気と向信をもって当たらたければならたいのであ

るが倍導をあやまるとかえって逆効果をまねく結果とた町，取返し

のつかない事態が発生するとtが予想されるので.ややもすると

消極的な態度をと円やすい傾向がみられる。その裏を返せば指導に

対する研究不足からでているものt考えられる。 14-16才未満 3 1名

とのような鯉白から研究主題として性K関する非行の指導を取り

あげ，その研究を試みた。

I研究のねらい

16-18才未満 2 3名

18-20才未満 4 3名

d 原因動機

好奇心から

映画テレピ等に刺激されて

a ~~行の現況を広〈各方面に理解せしめるとともに家庭，学絞 わい本わいせつ写真に刺激されて

地域社会においてその指導体制の充実をはかる。 酒の勢L、から

b 生活指噂の徹底と生徒の非行防止のため，学校における指導」 わい談に刺激きれて

体制の充実強化につとめる。 知能が低い

特に中学校R4lおいては生活指導専任のカワンセラーの必要性 おとなの性交場面に刺激されて

を究明する。 " 精神異常

C 既存の青少年自体の協力を求め，健全な青少年育成の計画を 女の心変わりを恨んで

樹立し ，その推進をはかり，とれに必要な指導者の養成を働き e 集団非行の状況

4 6名 4‘1% 
1 6名 15.5% 

11名 10.1% 

8名 1. a% 

1名 6. a% 

1名 ιa% 

3名 2.9% 
l名 L 0 ~揺

l名 L 0% 

かける。 非行少年は集団で行なう場合が多い。 10 3名のうち集団で

d 家庭における関心を高め間通家庭に対する指導.家庭相談機 行なったものは I6件.3 9名 (31. 9 %lでそのグループの
構の充実.家庭K対する施策などの強化をはかる。 人員の多いのは7人組ーである。また成人を含めたもの4組あり

e 青少年に悪影響をおよほすマスコミ.暴力団.不良等の取り 2人組が8件.3人組が4件.4人組が3件となっている。最

しまりの強化を働きかけ.生活獲墳の浄化につとめる。 近の集団非行の傾向として仲間の 1人が顔見知りまたは簡単に

f ζの研究を足がかりにして純潔教育カリキzラム作成へ発展 話にのってくる婦女子を鍵L甘言をもって誘い出して ，人けの

させる。 ない湯所へ連れて行って集団で犯す場合が多<.犯行犯きいL

E 全職員の意識をたかめ純説教育の実施を推進する。 ては.おどしたり，なぐったり.手起をおさえて，完全に抵抗

-16ー



不自Eにしての悪質な犯行が目立っており， f害者が特に低年鯵 のが多<.男女差を考Eして純潔教育をIiどとす必要性が考えられ

者の場合は既遂となっている場合が多い。非行の季節はすべて た。

闘鋭的となる1• s月がー番多<.との月を中心とし次第に砂 金項目について知っ・いると答えたものの平均は約2日係で，予

なくなっている。 怒されるものより少な1・。

f 彼替の状況について

学聡業別 学生生徒 3 1名 ( 6% 

項目によって男女差t;あるが，指導にも男女差をじゅうぶん考慮

しなければならないと丑えられる。

有~者 l 8名 35% 

張践者 1 0名 13% 2 教えてほ しいことの調査

幼児 S名 6% 

学生生徒を学d:別にみると 調査人員男子1.1 5 3名 女子 1.2 81名

小学生 I 9名 男主交際 S 1 4名 3 6 'i6 

中学生 14名 子どもが生まt.るわけ 4 8 6名 20% 

高校生 3名 月経 4 0 3名 17% 

大学生 lt 恋愛Kついて 3 3 9名 14% 

8 原因 結録医ついて 3 0 6名 13% 

ひとり遊びをしていたため

甘言にさそわれて W性的異常

ひとり歩きをしていたため

その他 1 性的悪癖児

以上の調査資料について分析考案をしてみると .

加害者については小学生大学生は皆無で中学生Z9名.高校生10 幼児自とくは男子よりも女子のほうに多い。とれは剰滋性の原因

名となっており，中学生が高校生の約3倍の数にのぼっているとと が女児の外陰部に生じやすいためと考えられる。

がわかる。 しかし.青年期に入ると男子のほうが女子よりもはるかに自とく

年船については1H • 1 9才の少年が長も多<. 1 4 • 1 5才の 癖が多いととは事実であると文献で述べられている。

少年がこれに続いているととがわかる。 小・中学生陀なると.しゅう恥や叱貨に結びついて .父母や他人

阪凶動織については映画.出版物などマスコミの影響によるもの の目にふれる自と〈が少な〈なるので，数字は少なくても実際はは

が2位を占めておりじゅうぶん考える必要がある.有害援境から少 るかに多いζとが予怒される。

年たちを守る乙とが急務と考えられる. 父母やわれわれ教育者は.幼児のとろからの性的aぎや悪露など

近年の非行内容の緩向からみて.大体tt予想はしていたものの現 の経聡が.ついには強化，習慣化されて続的な性的悪銭となるとと

実の恐るべき事実を知り .白分たもの地域rc.tt少なくともEのよう があり .t.のζとが性非行の潜在的原因として.過去の生活史に求

なt.~はありえないといった簡単な考えはうちすてなければならな められるこ とは，けっしてまれなものでないという理解だけはもつ

いと馬じた。 Eのほか表面にはでてとない経度の性的非行は締当あ ていなければならないと思う。

るも応とi!!倣できる。 文献によると .好奇心の強い年齢や ，反抗心の強い年齢の子ども

あらためて早急にとれらの非行発生を防ぐ対策を考え ，同時に不 は.kの叱責や禁止のために一過性にすぎるはずだった性悪癖が.

幸にして発生した場合の取り銀いも考えなければならないととを痛 かえって図書hされる結果にもなると とがある。父母が神経質とか.

感してハる。 子ども自身がそうである場合.なおさら ζのたぐいの逆効果現象が

生じやすいと述べているが，大いに注目すべきととである.

血実施した調査 治療方針としていろいる述べられているが.それをまとめてみる

と.

l 皐熱調査 a 炎緩や寄生虫の害をとりのぞい

(新禽県養護教諭都会資料より) b 惑い教唆をする同年ないしは年長の者を遠ざける。

性に関十る用語，純潔 .月経.子宮.卵巣.こう丸 .オナニー. c 医師の暗示。

夢精 ，子どもの生まれるわけ等の帰還についτ.r知っているJr d 適度な叱責や処罰。
知bないj調査をした結果を考察してみると，知らないと答えたも e 好奇心や注意をほかのものK転じうるような玩具等を与える。
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勾...
以上はみ〈まで電f年15Ylの治療であって .年長児の対策としては があらわれる。急激に形成される生嫡細胞，あるいは性付属せんh

叱費や暗示はかえって逆効果を生じやすく処罰もよほど巧みに行な から作られる分泌 C-'んぴ)物が多量に蓄騒されるため.とれを

われなければかえって害のある ζとがあり ，それより も適切な知議 体外へ般出して.その圧迫感から防政されたいという欲求である。

を与え，より望ましい人生総をはぐくむととであり，また .iE"~、 ζの欲求は大体女性で弱〈男性で特に強い。

性教育をも加味した科学的説得.さらに性的悪癖というくだらない ζれら二つの欲求は性荷動を形づくる二つの要素として.最初

ものよりも.もう少し興味深くすぐれた対象が世の中にあるという はかなり独立してあらわれてくるが.やがて時間がたつにつれて

ととを教えて.個人生活を高める情録教育が.悪癖をなおし.ある 結合絞ーして，異性にふれ性行動を行ないたいという欲求，すな

いは軽諒する基本であるEとをわすれて11ならない。 わち性交欲K発達する.つまり人閲の性衝動として，性交欲が究

極の.そして母も正常な欲求である。

Z 性の異常

2 性について
性欲のあらわれというものは，{'由の欲求のようにあらわに人Eltt:

つかないのが普通であるが，性の異常を，自分がその異常性のため 性的非行の防止，治鍍等を考えるとき.少な〈とも男女の

区若しおか ，まわりの人有が.性的異常者のために図らきれるかと a 性感初発

いう両面から見るととができる. b オナニー

自分がきしんでいるものというのは .性の異常性を自分で知って C 接触E昔、

いて.それがどうにもなちたいもので.1:.のなかには.はっきりした d 性交欲と性交経験

務質的な異常があるものや，全くなんの呉常もないのに自分ひと e 性交未経験者iの心的状態

りで異常だと決めζんで悩んでいるものもある。 以上の5項目はじ由うぶん研究しなければたらないと考えられ

自分ひと町で異常だと決めているものには，青年期の!Ui訟過剰 るが.紙面の都合で省略するととにする。

と劣等感によるものや，あるitのノイローゼの症状によるもの.な

かには精神病的な妄想かちおとっているものもある。 3 阜期発見の手がかり

周問のものを図らせるものには.露出症 .幼児かん.白慰，獣か

ん.近殺かん ，窃視症，窃ra.サディズム，マゾヒズム，同性愛な 4せを惜しんで非行児を簡邸に .しかも的艇に発見できる方法は

どをもちたがら，自分では少しもその異常性を改めようともしない ない。一人ム人の教師が毎日の教育実践をとおして，児章生徒や

ものがある。 観との附tt:，愛情とIJ績と称敬とで結ぼれた人間関係を確立". 

心理掌的にも医学院にも診断してみて，性の異常という判定が出 彼らを理解Lょうと貞けんに努力する営みのなかで，老れははじめ

た場舎は.もはやわれわれの手ではいかんともしがたく，専門医に て可能となる。

その治療をまかせるべく手続きを早急にとるのがよいであろう。 。学校においては

a ~青旧担任教師の迩絡会

V性の指導について 知能や学業について

1 性行動発生段俗

人間の性的な感覚は思春期に入って始めてあらわれるものではな

く.それに先だってば〈然とした1t性K対する意識 .あるいは関心

としてあらわれてくる。思春期はそれまで不活動的な状態にとどま

性~行動画iについて

健康について

出r，t!J況について

家庭a犠について
b 身依絵査

。心理学的後査
っていた生隠せんの組織が急速に活動増殖して，生殖細l胞{女性は 知能テス ト

卵子 ，男性では精子)が形成され，それが体外に排出されて個体が 性特テスト

生殖可能の状態にはいる時期である。 学カテスト

男性は女性を .女性は男性をばく然と意識し.それが，さらに具 d そのぬの調査

体的に発達して呉牲にふれたいという欲求になってあらわれる。 E 興味 範味 I~ヰのすききらい Jffi~ 

れは災住接触欲とよばれ .tiして男性より女性の方に強い。 交友関係 家庭環境

次いで性行動を支配する要~として・腫脹(し時ちょう)消失紋 e 日常の記.~ゃ作品による児童理解
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f 面接による児A理解

8 家庭との述絡

。家庭においては

a 服装

b 帰宅時間

c 父母の知らない侍物

d 金銭の佼い方

e 学習の状態

f 外泊

R 友人の出入り

4 治療

際関の調査

家庭的原因

。放任 。貧困 o欠i自家庭 口総理解

特に放任については

。両親共かせぎ 0全(.jJf.関心

。職業K熱中して o生活IL追われて

。父鼠の知能が低い o本人をもてあまして

口父出かせぎ 。陸繁101

。父依気 口下宿

社会的際関

。悪友の感化

惑友に誘われて

グループ的ふん捌気から

悪友に認めてもらうため

-*行不良者との交際

本人自身によるもの

。好奇心 o性録 。えん恨

口語の勢いで

以上のような阪閃をじ曲うぶん追究し.それぞれに適した治療

法を考えなければならない。

¥i性教育カリキユラムD作成について

化学KK.36年倉敷レイヨ :lKK.31年緑)11化成の誘致をみる

にいたり， 6 5万平方米の敷地K近代工場mの出現を見るにいたっ
た。とうした第2o:11E業の誘致に伴っておとる人口の増加は必至で

その移動も激しく.したがって従来の静かな環境にあった青少年の

意識も必然的に変動するととろとなり，との環境の変化を感受し.

善悪に対する感動のはげしさも加えて ，一部心ない人たもの言動や

態度にまどわされる函もなきにしもあらずで，今後じゅうぶん注意

して青少年をみまもり指導していく必要を強く感じている。

Z 純;葉教育について

人と人との関係を説く人倫道徳は.今も昔も変わりなく~重され

るが.同じ〈人と人との関係である男女の関係を論ずるのは，けが

らわしいとか下品だとか繁しみがたりないといわれるおきもあるが

戦後性道徳の混乱した現実に直面]_， .性非行も年々 多くなってきて

いる今日.つくづく純潔教育の必要性を痛感し，あえてζの研究に

とりくんだ次第であさ。

純潔教育の実施11.かえって眠れる子をゆり起Eすようなものと

心配する者もあるが.子どもたちは木当に眠っているだろうか，学

校教育の過程を眠り続けてすどすとは考えられない。

彼らの性環境と性意識を調査すれば，いかに.いきいきとした目

ざめがあるかがわかる。

も]_， ，子どもがおモろしく長い眠りを続けるならば，そろ壬ろゆ

町起とす必要がおとってくるし.その子どもをモのまま，ほうコて

おく ζとが幸福だとは考えられない。

円満な人格をそなえた男性と女性にするには，長い眠りを続けさ

せるのが股上ttとはどうしても考えられない。

性環境は実に複雑になってきた]_"突然gを覚ましたのでは，お

モらく目まいがして卒倒するであろうa

{-乙で適当な時期にゆっ〈り目を覚まさせるのが教育であり，ゆ

り起ζすにしても，をのゆすり方に気をつけて起とすのが教育の仕

事であろう。

性環境が開放的ななかで .子どもたちはどのようにして・性意識を

高めているかを知ると .とてもほうっておくことはできない。 大い

に指導しなければ，教師の責任が果たせないと強〈感じるわけであ

る。

1 中条町社会環境 何かと手をかけて子どもを育てているわれわれも.性に関係ある

事がらはそっとしておく Eとがほとんどである。とれはおかしなと

中条町は昭和31年に隣村乙村と合併.人口約22.000人の とで子どもたちを片め〈らにせよというに等しい。呂を覚ましても

町となったが，依然農村的生活環境を脱することができず，消政 めくらにLておけといっているようなもので，め〈らがめあきになる

経1*的な生産構造で自然のふととろに胞かれてきた平穏無事な目I という論法は，おおいに考えなおさなければならない。

であったが，高位な発達を遂げつつある社会の扇状に照らL..町 純潔教育の重要性はわかっているが ，実際の指導は自分担こはやれ

の発展のため時代医即応する総合側発の新しい町づくりが企画さ ない。専門家にやってもらったほうがよいという消極的な態度にな

れつつある。また.天然ガスの発掘によって.J 4年春協科lガス りやすい。ことで考えてみなければならないζとは .専門家とはだれ
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であるか，医者 .特定の教師 ，自分にはできないからだれかに頼も 各学年カリキュラム(試薬)

うと遂げ鹿になる前に.考えなければならないととがある。子ども (第l学年)

をあずかり .ζれを教育している専門家は教師であり ，自身の長も

尊い仕事がそとにあり，人簡を人簡にまで育てようとして日夜モの

仕事に取組んで悩んでいる専門家の一人が自分であることを。

先生と呼ばれる教育者は .とのζとを忘れてはいけないと思う。

人間を人間にまで育てるに欠く ζとのできない純潔指導ができない

とはいっておれない。しつけや道徳I!:関するととは，みんなやって

いるのだからなおさらである，自分の担当教科，特別教育活動を通

じて.人間教育をしているが，そのなかに純潔教育があるζとを忘

れず .自分にはやれないなどと弱音を吐かずに勇敢に攻組んでいか

なければならないと考える。

Z 純潔教育カ リキュラム作成のための基縫調

査とその考察

性の問題は.人間生活のあらゆる場面花関連した重要な.かつ基

本的な問題である。それにもかかわらず.篇異的な発達をみている

マスコミの中に，子どもがおとなと同一条件でほうり出きれている

ととは .そとに青少年たちをゆがんだ方向に走ちせる原因のーつが

ある。

文部省は純潔教育に関するテキストプ:;;IJを出したが.その対象

は父兄や一般の婦人であって ，学校教育における指導書ではない。

全国的にみても .どくわずかで大部分の鎗校は必要性を認めながら

その指導の困縫さに問題をJjし断片的に指導しているのが現実で .

とれでもよい方である.

われわれは ， 計画的 .~図的犯行なわれる必要性を痛感 L. 木校

におけるカ 11キュラムを作り.!昔導者のための諸資料を編集するこ

との計画をたててみた。

幸い本校では.純潔教育研究小委員会が特設され数回の会合をも

ち，具~的区一歩をふみだ した。

4 基磁的資料と しての調査

純潔教育カIJヰュラム作成にあた町

a 純t聖教育についてき学校と家庭の考え方をは援する。
b 純潔教育がどの程度にどのような考え方で行なわれているの

か.その実態をは憶する。

調査の種類として

a 学校調査

b 家庭調査

上のZ種頚の調査を実施し研究小委員会で分折考察を試みた結果

本校の実態に却したカリキュラムの作成へと現在仕事が進んでいる。

(調査内容については紙面の組合で省略する)
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学 11 事 項

。男女の役割 社会生活・家庭生活

。身体的相違

。精神的相違 情緒的差・性絡的差・能

力的差・行動的差

D男子と女子の美点 好意をもたれる人・悪意

をもたれる人

。二次性徴の諸現象

について

。生理現叡 身体的変化・精神的変化

ホルモンの働き ・夢務・

積子

。二次性自由が意味す 個人差・情緒の変わり方

るとと 生活寂境

D月経についての理 知識をi専た経路
解程度

。女性特有の誇器宮

。月経現象について 女性ホルモY・月径の型

周期

。月後と母性機能の 月経と妊娠

関係

。月経前後における 感情・情緒(個人差)

精神状態

。月経期間の症状と

処置

口女性の使命と~り

学 習 事 項

。男女共学の歴史と 鞍前と験後

意後

。協力の奇 学校生活

。交際のあり方 個人・グループ・心がけ '

るべき礼儀

。賞任と自由 行動の限界

性的衝動

家隆の承認

。人績と語族の保持 人間と動物・人綱の高等 |

性本能 性



。結婚の窓袋 人類の結婚制度と意義

子孫に対する責任

法律の問題

性病・性的神経症a由るHり
此

凶

器

抽

を

生

甑

両

院

凪

位

相

官

皐

骨

地

再

日

唱

常

金
正

の

鍵

ロ

ロ

男

J
川
J
Aパ

事

中

間

情

品川唱

aハ
時
ヱ

凶
悶

h

H

#

咽

社会への貢獄 ・愛情と盗力

(第3学年)

塑;陥 学 習 事 項
冗名

男
。退}量的な傾向 文化面・思湖面・生活面

あ
女
oljl:楽的風潮 マスコミ文化の批判

色、

レ4
価値ある文化の選択

る 。健全な社会の建設 認識と自覚・建設的な批判

い o性的犯罪について 少年法 ・刑法・各条例

社誤 。犯罪統計と犯行原因 家庭的原因・性絡的原因

会ま
男

社会的原因・病理的原因

訓、 -.:> 。性的言動への反省 人間t重・人絡

のた ロ性的後害の防止 服装

道
女

態度性

lパ
勇気

判断

一一 -一 ー一

前途の各学年のカリキコラム原案11.，あくまでも試薬であって

今後Z次3D:の調査を実車して，じゅうぶん検討を加え ，tUを

修正l.， .本畿の実態~W ，た鈍ìI教育力 1) キュラム作成を願って

いる。

むすぴ

前途の研究を足がかり虻して.今後もっともっと深く研究を推

し道め.1Bも早〈本格酎な純潔教育実施を心から踊っている次

第である。上述の研究と主行させ ，不幸にして非行が発生した場

合の治療法についても ，絶えまない研究を続けてい〈 つもりであ

る。
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問題児 東京教育大学 金子讐房

現代学生の性行動 銅山新ー 日弁書房

続沼教育 宇都宮市教育蚕員会

青年心理 金子容房
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